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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10月15日（水）、八戸短期大学看護学生の青陽館での実習予定。小林SGMが対応。

・10月17日（木）、東北メディカル学院3年生の地域治療学実習予定。慶長が対応。

・馬場勇治（心理技術員）のローテーション研修について

初任者研修が10月16日（木）と21日（火）に変更になったため、日程を調整している。

通所：10月17日（金）・20日（月）・22日（水）～24日（金）の午後の予定。

・第4回法人研修の出席確認について、掲示板に掲示されている為、各自確認すること。

・昇格試験について、10月22日(水)～24日(金)に実施する為、試験予定日を伝えてない方は小林SGMへ連絡すること。

・最近気温が低下してきている為、利用者はもちろんスタッフも体調管理を徹底していくこと。

＜青明舎登録者情報＞
・高柳　和子　様～10月8日定期訪問実施。部屋は掃除されている様子が窺えており、食事睡眠に問題ないとのこと。先週の木曜日で3ヶ月通った歯医者の通院も終わり安心したと話すが、義歯に隙間があり、歯科には使っているうちに合ってくるかもしれないので様子をみるようにと言われたと話している。もうしばらくして気になるようなら歯科に診てもらうよう伝えている。休日の過ごし方については、店に出かけることがなくても散歩なりで外に出られていると話しており、家に閉じこもってばかりいないことを評価している。

・大久保　恒夫様～10月10日定期訪問実施。本人1人でおり、妻様（律子様）は受診で不在とのこと。通路にほうきやちりとりが出ており、掃除について確認すると、最近妻様が掃除や料理をしていると話している。壁際の物が整理されて掃除された様子が伺える。とても良いことで、大いに褒めるよう声がけしている。体調を崩すことなく過ごしているとのことだが、薬の副作用が強いので弱い薬にして欲しいと訴えている。以前タスモリンを出してもらった時はひどい口渇があり、今の薬に変えてもらったが、身体のこわばりが気になるとのこと。次ぎの受診の際に主治医に相談するよう伝えている。また、食欲があまりわかないと話しており、その分、妻様が食べてしまうことを心配している。運動が嫌いで、運動を目的には外に出ないとのことなので、買い物などを理由に出掛けられることを提案すると本人感心したように頷いている。

・清水　秋男　様～10月11日定期訪問実施。前回訪問時に依頼があった日用品､食料品を配達してくれる店名と電話番号を伝え、記載したメモを渡している。仕事の出勤日数についてと尋ねると「2日行っているが、このままでよいか、日数を増やすかまだ考え中だったね。」と笑いながら返答している。希望があれば主治医や各関係機関に話すよう伝えている。体調は特に変わりないと話しているが、左肩が痛いので、今月の青明舎の行事には、参加できないと話している。

・青木　紀子　様～10月11日定期訪問実施。近況確認すると、10月から出納帳をつけることになったと話す。出納帳をつける前までは、コーラの購入が多すぎてデイケアスタッフに指摘されていたが、今は量を控えているとのこと。今後も継続するよう伝えている。

交際相手（東海林様）宅へ同棲していることを話している。以前、父親に自宅アパートにあまり帰っていないことがばれてしまい、監視すると脅されたと話す。その後、怖くなって同棲していることを父に正直に伝えたが、反対されたと苦笑して話す。それからは、父親とはあまり連絡を取っていないとのこと。正月にはいつも実家に帰省しているが、同棲の件について指摘されるかと思うと、気まずくて帰省しづらいとのこと。しかし、いつも正月には帰省しているのに、今回だけ帰らないのは逆におかしいと思うため、帰省の方向で考えていると話している。
冬期に入ると暖房を使うことになるが、エアコンを使ったらいいか、電気ストーブを買って使ったら良いか迷っているとのこと。1ヶ月の半分も居ないと話すため、エアコンを節約しながら使っても、高額な料金にはならないのではと伝えている。デイケアスタッフには、電気ストーブとエアコンでは料金的にさほど差はないと説明を受けていたとのこと。どの方法を使うのか、よく考えて決めるよう伝えている。
東海林康之様の定期訪問時、本人も一緒におり、「10月10日の朝から目がグルグルするような症状がある。」「朝布団から起きて体を右に傾けるとなるんです。」「最初は気にしていなかったんですけど、まだ続くので心配になって。」とのことで、10日以降上記症状が続いていると話している。10月8日の外来受診時には症状がなかったため、まだ主治医には伝えていないとのこと。次回受診時に、主治医へ相談することと、症状が悪化したり上記症状が増えるのであれば、病院に連絡するよう伝えている。今の所は、生活に支障はないとのこと。

・東海林　康之様～10月12日定期訪問実施。訪問時、交際相手（青木様）と一緒に過ごされている。小遣い帳の確認をすると、特に目立った記載はなくきちんと出来ている。生活費については、青木様と分割して遣り繰りしているとのことで、月々約1万5千円ずつ出し合っているとのこと。月によってばらつきはあるものの、平均約3万円を生活費に充てていると話す。しかし、3万円を超過する月もあるため、無駄な出費を抑えなければならないと自分に言い聞かせている。経費内で抑えるためには、嗜好品等の購入を極力控えることも必要であること指摘している。2人での共同生活になる為、小遣い帳の付け方も変えようかなと話されている。

＜利用者情報＞
・大久保　律子様～夫様（大久保　恒夫様）より架電あり。律子様が顎の下付近の痛みを訴えているとの事で、八戸赤十字病院を受診したとの報告がある。痛み止めを処方され、耳鼻科受診をするように言われたとの事で、今週水曜日に耳鼻科を受診する予定だと話している。来所時には身体状況を確認し、適時介入を行っていく。

・鈴木　真知子様～青風荘での毎日の日課全体が不十分な為、面談を行っており、今後日課表を作成し日課に取り組んでいけるよう伝えているが、話の途中で笑う事が度々見られ理解の乏しさ見られているとの事。デイナイトケアでも日課の状況を確認し、情報共有を行いながら日課への支援を行っていく。

・稲垣　ふき　様～血圧の高値が見られており、本人が気にしている様子があるが、不調の訴えは聞かれていない。様子観察をし、体調の確認を行っていく。
・小野寺　ノリ様～青風荘より、土日に自分から積極的に発言するなどの活発な様子が見られており、青風荘の鍵をいじって外に出ようとすることがあったとの情報あり。本日同様の様子は見られていないが、所在確認を徹底して行っていく。

＜外来情報＞
・種本　サハ様～前回の外来受診時に尿検査を予定していたが、本日も出来なかったため、来週尿検査を実施予定としている。
・若松　健一様～作業効率の評価内容について、知人の方が外来受診に同行し説明を受け取ることが難しい為、訪問看護から説明してもらえるように依頼している。

・中村　鶴子様～兄様より連絡があり、昨年6月に処方薬が減薬となってから、胸部のムカムカする感じや、昼頃にイライラするとの訴えがあったとのこと。薬が変わってからそのようになっていることに本人が気付いていない様子とのことで、本日兄様と受診している。担当医にその旨を伝えると、減薬前の処方内容へと変薬しており、次回は10月22日受診予定となっている。今後家族会に参加することも検討していく予定であり、外来にて兄様と連絡を取りながら疾病教育を行っていく予定としている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（我満　奈津紀様）

実施日：H26年10月13日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・三浦・戸賀沢

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	我満　奈津紀様
	性別
	女
	年齢
	42
	生年月日
	H47.7.20

	主病名
	統合失調症
	合併症
	乳がん

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の習得、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	精神的に安定した生活を送る。精神的に安定した生活を送る。（3～4年後（娘様が自立した頃）に就労をしたい。）

	家族希望
	このまま無理せず暮らしてほしい。

	入院歴
	計4回（最終：H16年10月1日～H16年10月31日）

	通所歴
	3回目

· 前回：H16年11月1日～H25年8月2日

· 今回：H26年4月16日～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎利用

	住居：団地
	家族構成

娘様と二人暮し

	利用制度
	精神障害者手帳

2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	精神的に安定した生活を送る。（3～4年後（娘様が自立した頃）に就労をしたい。）
	①ストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。
	①悩みがある時はデイケアや青明舎に立ち寄り、気持ちをスッキリさせる。
	①体調（精神的・身体的）確認、生活状況や困り事（娘様や友人との付き合い等）がないか確認し、対処方法を一緒に検討していく。欠席時は電話で状況確認や青明舎と情報共有を行う。

	
	②体調管理を行う。
	②体調の変化がある時は主治医やスタッフへ相談する。


	

	
	
	③就労に向けて、デイケア利用中は煙草を吸わない。（現在は1～2本）
	②ストレスについて確認し、喫煙本数の確認を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①悩みがある時はデイケアや青明舎に立ち寄り、気持ちをスッキリさせる
	・日中活動の場所として､9月から月・水・金曜日の週3回の利用となっている。

・娘様が「5月病のような症状がある」との訴えあり、当院受診することとなったと報告ある。

・金銭的に苦しい状態で「米が買えない」と話し、サンドイッチ1枚持参されることもある。

・様々なことがあり、疲労感がたまり自室の片づけが出来ていない。

・短時間での日中の活動の場として、青山荘利用を行うと話すが、就労支援を行う資源のチラシを持参されている。
	青明舎より、青山荘であれば、短い時間の利用が可能であることを伝えており、先週来所時に娘様の卒業に合わせて利用していきたいとの事で、来年春ころからの利用を考えていると話している。最近ストレスを話すことは少なくなってきているが、生活上の不安や対人関係のストレスにより体調を崩してしまう可能性がある。その為、今後も目標と計画は継続していく。

	②体調の変化がある時は主治医やスタッフへ相談する。


	・食欲がないと話し、少量の弁当を持参される。

（金銭的にも苦しいとの事）

・体力低下防止のためにエアロビクスに参加される。
	体重は少しずつ減少している。身体的な疲労感の訴えが継続して聞かれている為、体力低下防止のためにもエアロビクスへの参加は必要。今後も目標と計画は継続していく。

	③就労に向けて、デイケア利用中は煙草を吸わない。（現在は1～2本）
	・喫煙については、ストレス発散の為禁煙は出来ないと話し、金額が高い煙草に替え吸う本数を減らしていると話される。
	仕事中は吸えないとの理由で、本数を減らしており、考えながら継続することが出来ている。就労に関して、目指す目標を高く話すことがあり、今までの仕事も長く継続して行えていない為、介入が必要。中期目標と計画に就労に関する内容が含まれていない為、組み込んで考えていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	精神的に安定した生活を送る。（3～4年後（娘様が自立した頃）に就労をしたい。）
	①ストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。
	①悩みがある時はデイケアや青明舎に立ち寄り、気持ちをスッキリさせる。
	①体調（身体的）確認、生活状況や困り事（娘様や友人との付き合い等）がないか確認し、対処方法を一緒に検討していく。欠席時は電話で状況確認や青明舎と情報共有を行う。

	
	②体調管理を行う。
	②体調の変化がある時は主治医やスタッフへ相談する。


	②ストレスについて相談出来るようになる。ストレスの有無を確認し、対処を共に考えていく。

	
	③就労と生活を両立できるようになる。
	③就労に向けて、デイケア利用中は煙草を吸わない。（現在は1～2本）
	③体力作りのための運動に参加する。喫煙本数の確認を行う。就労に関する能力評価を行っていき、本人に見合ったステップアップを考えていく。


